
A study of social interactions in science teaching
-The viewpoint of the theory of the ZPD-

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/2499URL



5５ 

理科授業における社会的相互作用に関する研究

一ZPD理論の観点から－

AStudyofSociallnteractionsinSciencemeaching 

-TheViewpointofthｅＴｈｅｏｒｙｏｆｔｈｅＺＰＤ－ 

松原道男

ＭｉｃｈｉｏＭＡＴＳＵＢＡＲＡ 

杉本剛＊

TｓｕｙｏｓｈｉＳＵＧＩＭＯＴＯ 

概要

本研究では、ヴイゴツキーが学習の促進に

とって有効とする状況についての中学生の意識

を明らかにするため、多肢選択による質問紙調

査を行った。各選択肢への回答割合を求めると

ともに因子分析を行った。因子は、６つの因子

が得られ、「友達の影響」、「模倣」、「主体

的活動や理解を促す状況」の因子は、子どもの

学習に影響を与えやすく、一方、「考えのずれ

に伴う学習意欲」、「教授の最適の時期」の因

子は、あまり影響を与えないことが明らかに

なった。今後、さらに詳細な学習場面を設定

し、ヴイゴツキー理論を子どもの実態から検証

していく必要があると考えられた。

lま、この社会的相互作用による学習の促進を積

極的に認め、協同的な学習の根拠とされる理論

である。しかし、ヴイゴツキーは、ＺＰＤ理論に

ついて、ＺＰＤに影響を及ぼす社会的相互作用と

はどのようなものであり、内化はどのようにし

て行われるのかという問題に対して、実証的な

研究を行っていない2)。

また、そもそもZPDへの影響や内化の促進を

捉えて表現することは非常に難問である。

Jonesら3)は、コンセプトマップのラベルの数の

増加やリンクのパターンを独自に得点化し、実

験の前後のコンセプトマップの変化をZPDの変

化として数量化している。また、西本4)は、プ

レテストとポストテストの得点を基に、「潜在

的学習可能得点」として、この得点を学習者の

ZPDの値として表している。しかし、ＺＰＤに影

響を与えた要因の効果は十分に解明されていな

い。これらのＺＰＤに対する独自な考え方に対

し、Shoy6)は、ヴイゴツキー本来の思想に立ち

返りＺＰＤ理論を捉えねばならないとの考えに立

ち、ＺＰＤ理論の理解を提唱している。

以上のことから、教師や友達とのコミュニ

ケーションに基づく活動が、ＺＰＤに影響を与え

るのかどうか、また、そのZPDへの影響が内化

の促進にどの程度影響を与えるのかなど、具体

的に数量化して分析することに意義があると考

えられる。

Ｉ問題の所在

理科の学習では、予想や観察・実験の考察に

おいて、グループやクラス全体で考えの交流が

行われることが多い。このことは、自分の考え

の客観性や論理性を確認し、考えを深め合うこ

とを通して、科学的な見方や考え方を育成する

上で重要であると考えられる。また、理科に限

らず、コミュニケーション活動を重視した「協

同的な学習」として、注視されている。その重

要な役割を担っているのが教師や友達などの他

者との社会的相互作用である')。

そして、ヴイゴツキー（VygotskyL.Ｓ）が

提唱した「発達の最近接領域（ＺＰＤ）理論」

＊神戸大学大学院総合人間科学研究科研究生
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Ⅱ研究の目的

’本研究は、ヴイゴツキーが学習の促進にとっ

て有効と考える教師と生徒、そしてそれを取り

巻く状況において、理科の学習を対象に、生徒

の学習に影響を与える要因を明らかにすること

を目的とした。

Ⅲ研究の方法

（１）調査問題

本研究では、主にヴイゴツキー「思考と

言語」６)を参考に、学習を促進すると考えら

れる状況のカテゴリーを抜き出し、理科授

業を想定した質問項目を作成した。そのカ

テゴリーは、次のものである。①学習の協

力者としての教師、②相互作用しながら学

習を促進する友達、③特別の社会的本性、

④模倣、⑤内言、⑥違う考えの受け入れ、

⑦ZPDへの影響、⑧内化の促進、⑨教授の

最適の時期、である。これに、Shoy7)の見

解を考慮し、⑩考え直しのカテゴリーを付

け加えた。

以上のカテゴリーをもとに作成した質問

項目は、表'に示したとおりである。また、

このカテゴリーと質問項目の対応関係を示

したのが表2である。

質問紙への回答にあたっては、「５：とて

も当てはまる」，「４：少し当てはまる」，

「３：どちらとも言えない」，「２：あまり

当てはまらない」，「１：まったく当てはま

らない」の五段階評定尺度法を用いた。

（２）調査対象および調査時期

調査対象は、石川県内の公立Ａ中学校第，

学年179名（男子９１名，女子８８名）であ

る。また、調査は2004年３月に実施した。

（３）分析方法

各項目への回答について因子分析を行い

生徒の学習に影響を与える因子について明

らかにすることにした。また、各質問項目

への回答割合を求め、因子との関係も含

め、生徒の学習に影響力の高い項目と影響

力の低い項目について明らかにすることに

した。

表１：質問紙の項目

Q１ 
やさしすぎる理科の授業より、少し難しい理科

､の授業のほうがやる気がわく。

理科の授業では、みんなで勉強すると、自分ひ
Q2・とりではわからないことも理解できるように
なる 。

一方的に先生から教えられるより、自分の考え
Q3.を聞いてくれる理科の授業が勉強する意欲が

わく ｡ 

理科の授業中、友達との話し合いの中で、自分

Q4.の考えが間違っていると感じたら、もう一度考
え直してみようと思う。

観察や実験中にやりかたがわからなくなった

Q5.時､上手にやっている友達をマネしてみるとう
まくいくことが多い。

観察や実験が楽しくない時でもみんなと同じ

Q6.ことをしなければいけないと思い､するときが
ある 。

理科の授業で理解できなかったことが理解で
Q7.きるようになると、次にはもっと難しいことが
理解できるような気がする。

理科の授業では一方的に先生から教えられる

Q8.より、先生が一緒に考えてくれると、わからな
かつたこともわかるようになる。

Q９ 
理科の授業で友達との話し合いは､自分にない

.考えが聞けて勉強になる。

Q10. 
観察や実験のやりかたがわからなくなった時

は、友達のやりかたをみて参考にする。

理科の授業で今までわからなかったことが理

Q1L解できるようになると、自分でも理解したこと
を使ってみたいと思う。

Q1２ 
理科の授業で先生が自分の疑問や質問に答え

､てくれるほうが勉強する意欲がわく。

野外観察の時､野外で疑問に思い質問しようと

Q13.思った事でも、教室に戻ってくるともう質間し
ようと思わなくなる 。

０１４ 
理科の勉強でクラスのみんなが理解した事は、
､自分も理解したいと思う。

Ｑ1５ 
自分の持っている考えを大切にしてくれる理
､科の授業なら積極的に参加する。

理科の授業では、１人で勉強するより、友達と

Ｑ16．「協力」しながら勉強するほうがやる気がわ
く 。

Ｑ1７ 
理解するためには､心の中であれこれ言いなが

・ら考えると理解し易い。

自分の興味と理科の授業の内容が合っている

Ｑ18.ときは､合っていないときよりも勉強に熱中す
る 。

Q1９ 
理科の授業で先生の教える教え方が自分の考
､えと違っていても、勉強する気持ちになる。

理科の授業で､先生に質問しようと思った時に

Q20.質問できないと、もう質問しようと思わなくな
る 。

友達と話し合いが上手くいく理科の授業では、
Q21.自分と違う考えを持っている友達の考えを間

いても良い。
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表２状況のカテゴリーと質問項目との対応 因子を得た。６つの因子の初期因子解におけ

る累積説明率は、５６．８％であった。これら

の6つの因子のプロマックス回転を行った後

の因子負荷量は、表３に示したとおりであ

る。

表3の因子負荷量について、因子1から因

子6までの間で項目変量が重複して現れない

ときの因子負荷量を抽出し、その中での最

小値を求めた。その結果、0.539であった。

そこで、因子負荷量が0539以上のものを選

質問項目

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
 

特別の社会的本性［社会的本｜性

鮭帥一触一》｜鍛一叩

表４抽出された因子

因子名

Ⅳ結果

（１）因子分析の結果

主成分析を用いて相関行列を算出し、固

有値が1以上のものを抽出した結果、６つの

表３因子負荷量

Q11.理解した事は使いたい

状況のカテゴリー［略称］ 質問項目

① 学習の協力者としての教師［教師］ Q3,Ｑ12, 

Ｑ1５ 

② 
相互作用しながら学習を促進する友

[友達］
Q9,Ｑ1６ 

③ 特別の社会的本性［社会的本性］ Q6,Ｑ1４ 

④ 模倣［模倣］ Q5,Ｑ1０ 

⑤ 内言［内言］ Q1７ 

⑥ 考え直し［再考］ Q４ 

⑦ 違う考えの受け入れ［受容］ Q19,Q2１ 

⑧ ZPDへの影響［最近接］ Q1,Q2， 

Q7,Q８ 

⑨ 内化の促進［内化］ Q1１ 

⑩ 教授の最適の時期［最適な時期］ Q13,Ｑ18, 

Q2０ 
質問項目 因子名

１ 

Q2.みんなで勉強すると、ひとりで
わからないことも理解できる。

Q9.友達との話し合いは自分にな
い考えが聞けて勉強になる。

Q16.友達と協力して勉強する方が
やる気がわく。

Q21.話し合いがうまくいけば、友
達の考えを聞く。

友達の影響

２ 

Q3.考えを聞いてくれる授業に意
欲がわく。

Q8.先生が一緒に考えてくれると
わかるようになる。

Q11.理解した事は、使いたい。

Q12.疑問・質問に答える授業に意
欲がわく。

Q15.考えを大切にする授業に積極
的に参加する。

主体的活動
や理解を促
す状況

３ 

Q1.易しすぎるより、少し難しい方
がやる気がわく。

Q4.友達との話し合いをきっかけ
に、考え直す。

Q19.先生の教え方が意欲に影響す
る ｡ 

考えのずれ
に伴う学習
意欲

４ 

Q7.理解できるようになると次に
はもっと難しい事が理解できる。

Q14.みんなが理解した事は理解し
たい゜

Q17.理解するために心であれこれ
言うと理解しやすい。

Q18.興味が合っている時は勉強に
熱中する。

５ 

Q13.疑問におもった場所で質問で
きないと質問しようと思わない。

Q20.質問しようと思った時にでき
ないと質問しようと思わない。

教授の最適
の時期

６ 

Q5.観察・実験の時、じょうずな友
達をまねするとうまくいく。

Q10.観察・実験の方法がわからな
い時、友達を参考にする。

模倣

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

Q１ -0.229 0.184 0.616 0.298 -0.062 -0.245 

Q２ 0.694 0.128 0.114 0.275 0.015 0.186 

Q３ 0068 0.653 -0.095 0.393 -0.282 －０．０４６ 

Q４ 0.332 0.041 0.636 0.026 0.152 ０１２５ 

Q５ 0.174 0.099 0．１１１ 0.107 -0.035 0.801 

Q６ -0.085 -0.040 0．１６１ 0.200 0.536 0.281 

Q７ 0.098 0.382 0.539 0.542 －０．１１０ -０００３ 

Q８ 0.361 0.639 0.110 0．１５７ -０．１３１ 0.158 

Q９ 0.745 0.283 ０３０２ 0.114 -0.240 0.232 

Q1０ 0.318 0.147 －０．２１９ -0.004 -0.045 0.773 

Q1１ 0.232 0.739 0.477 0.143 -0225 0.143 

Q1２ 0.123 0.782 0.204 0.234 -0.112 ｑｌｌ６ 

Q1３ -0.030 －０．２３６ -0.024 0.131 0.700 －０．１２０ 

Q1４ 0.492 0.337 0．１９１ 0.561 -0.203 0.118 

Q1５ 0.130 0.649 ００９０ 0.509 －０．５４９ -００１４ 

Q1６ 0.763 0.200 -0.044 0.201 －０１１５ 0.186 

Q1７ 0.158 0.106 0.202 0.697 0109 0.076 

Q1８ 0.295 0.309 0.106 0.611 -0.096 0.127 

Q1９ 0.172 0.194 0.763 0．１７７ -０．１２１ 0.032 

Q2０ －０．０７２ -0.139 -0.064 -0.217 0.752 -0.048 

Q2１ 0.663 0.265 ０２０６ 0.197 -0.023 0.213 



5８金沢大学教育学部教育工学研究･実践研究 第32号平成18年

圏５:とても当てはまる団４:少し当てはまる図３:どちらとも言えないロ２:あまり当てはまらないロ１:まったく当てはまらない

０％１０％２０％309'６４０％５０％６０％７０％８０％９０％100％ 

Q1.易しすぎるより、少し難しい方がやる気がわく。

Q2.みんなで勉強すると、ひとりでわからないことも理解できる。

Q3.考えを聞いてくれる授業に意欲がわく

Q4.友達との話し合いをきっかけに、考え直すも

Q5.観察・実験の時、じょうずな友達をまねするとうまくいく。

Q6.楽しくない実験・観察でもみんなと同じ事をする。

Q7.理解できるようになると次にはもっと難しい事が理解できる。

：１１ Q8.先生が一緒に考えてくれるとわかるようになる。

Q9.友達との話し合いは自分にない考えが聞けて勉強になる。

Q10.観察・実験の方法がわから旗い時、友達を参考にする。

Q11.理解した事は、使いたい。

Q12.疑問・質問に答える授業に意欲がわく

Q13.疑問におもった場所で質問できないと質問しようと思わない。

鑑|:IQ14.みんなが理解した事は理解したい。

Q15.考えを大切にする授業に積極的に参加する。

１１ Q16.友達と協力して勉強する方がやる気がわく。

Q17.理解するために心であれこれ言うと理解しやすい。

Q18.興味が合っている時は勉強に熱中する。

Q19.先生の教え方が意欲に影響する。

Q20.質問しようと思った時にできないと質問しようと思わない。

Q21.話し合いがうまくいけば、友達の考えを聞く。

図１各項目への生徒の回答割合
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示したのが表6である。

表５より、肯定的回答の割合の高い項目

は、友達との交流や友達との関わりによる

勉強意欲と勉強の仕方に関する項目であ

る。一方、表6より、肯定的回答の割合の低

い項目は、学習意欲を高める状況、質問に

ついての状況、理解についての状況に関す

る項目である。

びだし、命名を行った結果を表4に示した。

因子を「友達の影響」、「主体的活動や理

解を促す状況」、「考えのずれに伴う学習

意欲」、「教授の最適の時期」、「模倣」

と命名した。なお、第４の因子は、おもに理

解についての項目が多いが、その他の項目

も含んでおり、解釈が困難であるため命名

を避けた。

(2)回答割合の結果

各質問項目への回答割合を求め、その結

果をグラフ化したのが図１である。図１よ

り、「５：とても当てはまる」と「４：少し

当てはまる」（肯定的回答）の回答割合の

合計を求め、７０％以上の項目を抽出した。

その項目について、割合の高い順に示した

のが表5である。また、同様にその割合が５０

％以下の項目を求め、その割合の低い順に

Ｖ考察

（１）因子分析の考察

本研究では、ヴィゴツキーの考えをもと

に、１oのカテゴリーから質問項目を設定し

た。このカテゴリーと抽出された因子との

比較を行うと、「友達の影響」の因子は、

「相互作用しながら学習を促進する友達」

のカテゴリーの項目（Q9Q16）を含んでい

る。同様に、「主体的活動や理解を促す状

況」の因子は、「学習の協力者のとしての

教師」のカテゴリーの項目（ＱａＱ１２,Ｑ15）

を含んでいる。さらに、「模倣」の因子は

「模倣」（Q5Q10）のカテゴリーと一致し

ている。したがって、これらの因子と一致

度の高い3つのカテゴリーについては、ヴイ

ゴツキーの考え方と子どもの実態が一致す

るものであると考えられる。一方､その他

のカテゴリーについては、因子との一致度

を十分に認めることができなかった。因子

と一致しなかったカテゴリーについては、

質問項目の検討も今後必要とされるが、

ヴィゴツキーが学習を促進すると考える状

況と、子どもの実態が一致しないことも可

能性として考えられ、今後検討する必要が

ある。

（２）肯定的回答の多い項目についての考察

表５より、肯定的回答の割合が多い項目

は、「友達の影響」と「模倣」の因子に属

する質問項目であった。

子どもの実態として、学習において友達

の影響を大きく受けていることがわかり、

表５肯定的回答の割合の高い項目

表６肯定的回答の割合の低い項目

Q10.観察・実験の方法がわからない時、友達を参
考にする。

Q16.友達と協力して勉強する方がやる気がわく。

Q14.みんなが理解した事は理解したい。

Q9.友達との話し合いは自分にない考えが聞けて
勉強になる。

Q2.みんなで勉強すると、ひとりでわからないこと
も理解できる。

Q5.観察・実験の時、じょうずな友達をまねすると
うまくいく。

Q2Ｌ話し合いがうまくいけば､友達の考えを聞く。

Q18.興味が合っている時は勉強に熱中する。

Q19.先生の教え方が意欲に影響する。

Q1.易しすぎるより、少し難しい方がやる気がわく。

Q13.疑問におもった場所で質問できないと質間しよ
シ

フ と思わない。

Q20.質問しようと思った時にできないと質問しよう

と思わない。

Q17.理解するために心であれこれ言うと理解しやす

い。

Q11.理解した事は、使いたい。

Q7.理解できるようになると次にはもっと難しい事

が理解できる。

Q3.考えを聞いてくれる授業に意欲がわく
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観察．実験の方法がわからなくなった時は

’友達を参考にしていること、上手にやって

いる友達を模倣すると上手くいくと考えて

；いることが示唆された。

Ⅲこれらの結果から、少なくとも対象とし

た子どもの集団においては、一般的な理科

の学習状況において、子どもは友達の影響

を大きく受ける学習態度をもつと考えられ

る。また、観察．実験時には友達を参考に

し、模倣して上手くいくと考える学習態度

をもつと考えられる。

（３）肯定的回答の少ない項目についての考察

表６より、肯定的割合が少ない項目は、

「考えのずれに伴う学習意欲」と「教授の

最適の時期」の因子に属する項目であっ

た。また、「主体的活動や理解を促す状

況」の因子に属する項目もみられた。

子どもの実態として、学習において少し

難しいと思う授業に対して、学習意欲があ

まりわかないこと（Ｑ１，Ｑ７）が示唆され

た。また、先生の教え方が自分の考えと違

うことが学習意欲にあまり影響しないこと

（Ｑ19）、質問の機会を逃しても質問する意

欲にあまり影響を与えないこと（Ｑ13）が示

唆された。さらに、理解するための工夫や

理解後の発展についての状況は、子どもの

学習にあまり影響を与えないことが示唆さ

れた。

これらの結果から、子どもは難しさを乗

り越えたり、理解するための工夫について

の積極的な学習態度をあまりもたないと考

えられる。

(4)まとめ

以上のように、今回行った調査結果から

は、ヴイゴツキーが学習の促進にとって有

効とする状況について、子ども達の学習

は、友達との協同的な学習や模倣によって

高まることが示唆された。￣方、積極的な

学習意欲や教授の最適の時期はあまり支持

されなかった。

今後、質問紙項目の修正も含めて、詳細

な学習場面を設定し、子どもの実態として

のヴィゴツキー理論を検証していく必要が

あると考えられる。
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